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出会いとふれあいに、感謝の心をこめて
２学期はたくさんの行事があり、子どもたちのがんばりはもちろんですが、保護

者の方々、地域の方々のご協力をいただき、充実した毎日を過ごすことができまし
た。改めて感謝申し上げます。
田原小学校の２学期は、日頃の授業を充実させながら、運動会、いも掘り・落花

生取り、魚つかみ、野口健さんとの脱穀体験、土木の日、持久走大会、もちつき大
会、国際交流員と遊ぼう、社会科見学、校外学習など、他のどの学校よりも多くの
行事や活動を計画し、そのたびに子どもたちが成長してきました。子どもたちはど
の行事や活動にも全員が精一杯取り組むことができました。「楽しかった。」「心に
残る思い出ができた。」と笑顔いっぱいで話していました。
終業式で、子どもたちにこんな話をしました。
「２学期にすてきな思い出ができたのは、みん
なの努力だけでしょうか。おうちの方々、行
事の準備やお手伝いをしていただいた地域の
方々、田や畑のお世話をしていただいた方、
稲刈りのこと、もちつきのこと、神社のこと、
お茶のこと、いろんな事を教えていただいた
方、もちろん先生方、もっと言えば、この田
原地区の良さを守ってきたすべての人、その
方々のおかげだと思います。みんなのがんばりはもちろんですが、多くの方々
のおかげでみんなの思い出はつくられています。だから、うれしいとき、楽し
いときこそ、ありがとうの気持ちをもつことが大切です。」
私も、田原小学校に赴任して、多くの方々にお世話になり、力をお借りし、元気

をいただいています。いつも感謝の気持ちでいっぱいです。
そして、子どもたちにこう話しました。

「これから先、みんなの成長にとって、とて
も大事な人、大切な人との出会い、ふれあいが
あると思います。私は、出会いやふれあいは引
き寄せることができると思っています。ふだん
から何事にも一生懸命にやっている人、誰も見
ていなくても掃除を一生懸命する人、ボランテ
ィアをいつも頑張っている人、誰にでも元気な
あいさつをしている人、いつも明るい笑顔で過
ごしている人、そんな人にすてきな出会いやふ
れあいが待っていると思います。」

子どもたちも、私たち職員も、次の出会いやふれあいを楽しみにしながら、毎日
を精一杯過ごしています。これからも田原小学校の教育活動にご理解とご協力をお
願いいたします。



【これからの行事予定】
１月 ９日（火） 始業式

※ 前回の学校だよりで日付を間違っておりました。
申し訳ありませんでした。

１２日（金） 高千穂町子育て講演会
１３日（土）１４日（日） 家庭読書の日
１８日（木） 読み聞かせ（おはなしくれよん） バースデイランチ
１９日（金） 参観日（授業参観のみ）
２３日（火） 給食感謝集会
３０日（火） 全校朝会

２月 ２日（金） 新入児保護者説明会
８日（木） なわとび発表会

１３日（火） 振替休業日（２月１７日分）
１４日（水） バースデイランチ 劇団四季公演（５年）
１７日（土） 学習発表会
２３日（金） 天皇誕生日
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